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miyazaki 
障害者社会参加推進

宮崎県障害者社会参加推進セ
ンターだよりは、宮崎県障害
者社会参加推進協議会の構成
団体（当事者団体等）のご協
力のもと編集及び発行してお
ります。発行：宮崎県障害者社会参加推進センター

 (  宮崎市原町2-22  TEL 0985-26-2950　FAX 0985-55-0258  ）
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４４topic

障がい者110番

　12月3日から9日の「障害者週間」に合わせて、啓発活動の一環

として、啓発物（啓発チラシ、福祉施設製作物などをセットにした

もの）を1,000部配布しました。

　県内道の駅、自治体、県立図書館・博物館等に障害者週間の啓発

コーナーを設置しました。

　また、11月3日(日)の「みやざき健康ふくしまつり2024」、11月

9日(土)の「"こころ”のふれあうフェスタ2024」の来場者の方への

配布を行いました。　

　障がいのある方や福祉への理解が深まることを目指して、今後も

啓発活動を続けて参りたいと思います。
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障がい者差別相談窓口

0985-23-3388
soudan@miyashinren.jp

0985-26-3040

〈　相談窓口のご案内　〉

障がいのある方が障がいのない方と同じよ
うに日常生活を営むことができるよう、障
がいを理由として不利益な取扱いをされた
り、必要に応じた支援などの合理的配慮を
行わないなどの差別に関するご相談に応じ
ます。

障がいのある方が安心して生活ができ
るようにさまざまな問題について情報
提供や助言を行っています。障がいの
ある方やそのご家族または関係者から
の相談に応じます。

障害者週間啓発活動を実施しました

「第39回障害者による書道・写真全国コンテスト」
宮崎県から１名入賞

　全国障害者総合福祉センター（戸山サンライズ）主催の標記コンテス

トに、全国から1,026点（書道部門 828点、写真部門125点、携帯フォ

トの部73点）、宮崎県からは36点（書道部門35点、写真部門1点 )の応

募があり、宮崎県からは、書道部門で庄籠康尋さんが銅賞に入賞されま

した。おめでとうございます！

　※「障害者による書道・写真全国コンテスト」は、障害者の完全参加と平等をスロー

ガンとした1981年の国際障害者年を記念して、1984年に東京（新宿区戸山町）に設置

された全国障害者総合福祉センター（戸山サンライズ）が主催するもので、障害のある

方々の文化・芸術活動の促進と技術の向上、またそれらの活動を通した積極的な自己実

現と社会参加の促進を目的に1986年から実施されています。
「悠」

庄籠 康尋



（一社）宮崎県手をつなぐ育成会  

  

第６３回九州地区手をつなぐ育成会宮崎大会を開催しました  
 

 令和６年１１月９日（土）に、宮崎市民プラザにおいて「第６３回九州地区手をつなぐ

育成会宮崎大会」を開催いたしました。  

本県では、平成２２年以来久々の開催となりましたが、九州各県から知的障がい者ご本

人やご家族、関係者など約３５０名の参加をいただき「笑顔で安心して暮らせるこころ豊

かな社会を目指して」をテーマに、知的障がい者の思いを実現していくための意思決定支

援の在り方ついて議論を深めるとともに、中央情勢報告や本人発表、ミュージックセラピ

ー等の本人活動、思い出バスツアー等を実施しました。  

また、大会冒頭の式典において、知的障がい者の福祉の向上に尽力された２０個人、１

団体を表彰するとともに、大会最後には大会決議を採択し閉会いたしました。  

この大会は、会員相互の研鑽、連携、交流の場として大変有意義なものになったと思っ

ております。  

当育成会は、これからも障がいのある人もない人も共に手をつなぎ生きる共生社会の実

現を目指し取り組みを進めて参ります。  

この大会の開催に当たりご協力いただいた多くの方々に心から感謝申し上げますとと

もに、今後とも当育成会に対して、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。  

 

   

 

   

 

八木会長あいさつ  中央情勢報告  大会式典  

シンポジウム  グループトーク  本人発表  

本人活動  本人活動  バスツアー  



宮崎県障がい者スポーツ協会 

 

 

 

 

 

 「新しい大会へ。すべての人にスポーツのチカラを。」を大会メッセージとして、第２３回全国障害者

スポーツ大会が令和６年１０月２６日(土)から２８日(月)まで３日間の日程で開催され、全国から選ば

れた選手と役員が佐賀県に集結しました。 

本県からも選手３７名、本部役員３８名の合計７５名の選

手団が参加し、国内最大級の吉野ヶ里遺跡や日本三大松原の

「虹の松原」など、様々な名所のある佐賀県内の各競技会場

において熱戦が繰り広げられました。 

 開会式には、「ＳＡＧＡスタジアム」に秋篠宮皇嗣同妃両殿

下の御臨席を仰ぎ、本県選手団を代表して陸上競技、水泳、

ボウリングに参加する選手・役員３９名が、小雨の降る中に

もかかわらず堂々の入場行進を行いました。 

 この大会での本県選手団は、陸上競技・水泳・アーチェリ

ー・卓球（ＳＴＴを含む）・フライングディスク・ボッチャ・ボウリングの７つの個人競技に参加しまし

た。選手は、宮崎県代表としての自覚をもち、十分とは言えない練習環境の中でコーチとともに精一杯努

力をし、全力で競技した結果、金１１個、銀１４個、銅１２個の合計３７個と昨年の鹿児島大会に迫るメ

ダルを獲得することができました。 

これも、これまでサポートをいただいたコーチや家族、関係者の皆様、声援を送っていただいた県民の

皆様のおかげであると深く感謝いたします。 

 最終日の競技終了後、全選手が「ＳＡＧＡアリーナ」に集まり、高円宮妃殿下の御臨席の下、閉会式が

行われ、佐賀県出身の歌手、鷲尾伶菜さんのパフォーマンスで会場内が一体となり、最高の盛り上がりを

見せる中で閉会しました。 

 今年度より、国体の愛称で親しまれてきた国民体育大会が「国民スポーツ大会」へと名称が変わりまし

た。それは、この時代に合うカタチが求められているからです。今回の第２３回全国障害者スポーツ大会

ＳＡＧＡ２０２４では、新しい大会、そして、スポーツ文化の新時代の第１歩となるために、「する～選

手も、選手でない人も、誰もが楽しんでスポーツに参加できる大会へ」「観る～観戦を通して、感動を共

有できるシーンを創出し、エンターテインメント性の高い大会へ」「支える～佐賀のスポーツシーンを支

え、みんなで力を合わせ、つくる大会へ」をモットーに、県民の知恵と力を出し合う素晴らしい大会でし

た。令和９年度に全国障害者スポーツ大会の開催が決定した本県としては、学ぶところの多い大会であ

り、参加した本県の選手たちも、大きな刺激を受け、今後の成長に繋げていく実りの多い大会となりまし

た。 
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